
2013 年 9月 19日

中日本高速道路株式会社
定例記者会見 資料１

1.発生日時

２０１３年９月１６日（月）９時ごろ

2.発生場所

名神高速道路 多賀サービスエリア（上り線）入口付近 418.5kp

（八日市ＩＣ～彦根ＩＣ間）

滋賀県犬上郡多賀町大字敏満寺（びんまんじ）地先

3.盛土のり面崩落の概要

崩落幅 約３０ｍ

崩落高さ 約６ｍ

崩落土砂量 約６００ｍ３

盛土のり面崩落の状況（９月１６日撮影）

盛土のり面崩落状況（９月１８日撮影） 応急復旧工事の状況（９月１８日撮影）

台風１８号による盛土のり面崩落の状況
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4.応急復旧工事の概要

(上り線) (下り線)

(通行止め中)

②H鋼(H-400,L=9m)15箇所

崩落土砂(約600m3)

(中央分離帯)
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砕石盛土

8m

①鋼矢板(L=12m,15m)79枚

③つなぎ材15箇所

②H鋼

9,600

16,800

1,600

1,600

800

排水管（有孔管φ200）

砕石盛土内排水

(流末まで排水処理）

③つなぎ材

①鋼矢板

平面図

断面図
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≪工程≫

5.復旧見込み

２０１３年９月２１日中

① 鋼矢板の打ち込み

② Ｈ鋼の打ち込み

③ つなぎ材の施工

④ 舗装及び防護柵

開通


